
舞鶴市教育委員会
詳しくは裏面へ

子どもたちの健やかな成長に欠かすことのできない大切な学校給食。
舞鶴市は「次世代への積極的な投資」として、学校給食の無償化により、

子育て世帯の負担をしっかり軽減し、子どもの成長を社会全体で支える
「子育てしやすいまち」の実現を図ってまいります。

舞鶴市では、令和６年度２学期から中学校の給食が無償になります。



制度の組み立てや、みなさんへの周知、
学校事務の切り替えなどの準備期間が
必要なためです。

学校給食の無償化は、令和６年度は、ふ
るさと応援寄附金の趣旨に沿って、市外
の方々の寄附金で実施します。その後に
ついては、無償化に必要な予算を確保し、
継続していきます。

これまでの食育の授業に加え、子どもが
主体的に給食について考える取り組みを
行うなど、給食の大切さの理解を一層
深める食育を推進します。

全ての中学生が対象です。

～ 学校給食の無償化 Q&A ～

２ なぜ中学校だけなの？ 小学校は？

１ 無償化の対象者は？

６ 無償化すると食べ残しが増えるのでは？

４ お金はどうするの？

５ 子育て世代だけが優遇されることに
ならないの？

３ なぜ２学期からなの？

中学生は部活動や学習塾に通うなど、
小学生よりも学習費などの保護者負担が
増える傾向があるため、中学校を先行して
実施します。
今後、小学校の給食についても、可能な
限り早期の無償化に向けて取り組みます。

無償化など子育てしやすい環境の充実
は、子育て世代を元気にできます。
元気な子育て世代によって地域や地域
経済が活性化し、高齢者世代を支える
ことにつながるため、市民全体にメリット
があります。

全国的に少子高齢化が急速に進展する中で、舞鶴市も少子化対策・子育て

支援策の抜本的な強化は待ったなしの状況です。学校給食の無償化をはじめ、
子育て世代への積極的な支援は、安心して子どもを産み、育てやすい社会の
実現に寄与します。さらに無償化で教職員の給食費徴収など負担が軽減され、
児童生徒と向き合う時間を増やすことができ、教育の充実にもつながります。

なぜ、今、学校給食の無償化をするの？

▲給食で人気メニューのカレーライス

対象者 無償化の方法

市立中学校に通う生徒 給食の無償提供

市立中学校でアレルギー
などにより給食を全く食
べない生徒 給食費相当額の

補助金の支給
舞鶴市立以外の中学校や
特別支援学校中学部に通
う生徒

問い合わせ先 TEL 0773-66-1072 学校教育課 （学校給食無償化担当まで）
Mail gakkyo@city.maizuru.lg.jp


